
【様式２】

②食育月間以外の月の取組

提 出 都 道 府 県 名

政 令 指 定 都 市 名

雲仙市

取 組 市 町 村 名

取 組 団 体 ・ 企 業 名

雲仙市

取 組 の 名 称 フードドライブ

実 施 時 期 １２月（３日）

取組内容に該当する

食 育 ピ ク ト グ ラ ム

（ 複 数 選 択 可 ） ☐ ☐ ☐ ☐ ☐ ☐

☐ ☑ ☐ ☐ ☐ ☐

取 組 内 容 雲仙市環境政策課では、食品ロス及び地域貢献活動の一環として「フードドライブ

事業」を実施しました。

住民の皆様から未使用食品を収集し、雲仙市社会福祉協議会を通じて、食品を必要

とされる各家庭へ寄贈しました。



【様式２】

②食育月間以外の月の取組

提 出 都 道 府 県 名

政 令 指 定 都 市 名

長崎県

取 組 市 町 村 名

取 組 団 体 ・ 企 業 名

①雲仙市国見学校給食センター

②雲仙市立千々石第二小学校

取 組 の 名 称 ①－１ 利き米ウィークおよび地場産物使用推進週間の実施

①－２ まるごと長崎県給食の実施

②   「親子で朝ごはん作り」の実施

実 施 時 期 ①－１ 利き米ウィークおよび地場産物使用推進週間：１１月１３日～１７日

②－２ まるごと長崎県給食：１２月５日

③   「親子で朝ごはん作り」の実施：７～８月

取組内容に該当する

食 育 ピ ク ト グ ラ ム

（ 複 数 選 択 可 ） ☑ ☑ ☑ ☑ ☐ ☐

☐ ☑ ☒ ☐ ☑ ☑

取 組 内 容 ①雲仙市国見学校給食センター
【１】週間に合わせて、児童生徒の地場産物に対する理解と関心を深めることを目的

として、地場産物を使った料理をいつも以上に献立に入れるようにしたり、利き米ウィ
ークを実施しました。
学校給食における地場産物使用推進週間利き米ウィークでは、通常炊いている「なつ

ほのか」に加え、長崎県内で収穫される「ひのひかり」「にこまる」「つや姫」を炊きまし
た。ぱくぱく通信で、それぞれのお米の紹介を行い、各受配校で校内放送や掲示をしても
らいました。お米をよく味わいながら食べる姿が見られ、それぞれのお気に入りのお米
を見つけることができたようで、職員にも児童生徒にも大変好評でした。
【２】地場産物使用推進週間中では、地場産物である豚肉・鶏肉・卵・きびなご・ひょっ
つる・ひじき・じゃがいも・しいたけ・八斗木ねぎ・きゅうり・生姜・ゆで干し大根・み
かんを取り入れた献立作成に努め、校内掲示し、所属校の子どもたちへ周知しました。
調味料を除くすべての食材を県内産のもので作った「まるごと長崎県給食」について

は、週間中の１１月１４日に計画していましたが、県内産が揃うか不確定ということで、
計画を変更し、１２月５日に実施しました。業者と何度も打ち合わせを行い、地元の食材
の産地を明確にして、納入してもらいました。ぱくぱく通信や給食時間の放送で紹介し、
周知しました。地場産物の使用促進と地場産物に対する関心を高めることができました。
＜まるごと長崎県給食：献立＞
ご飯・じげもんポークと大根のべっこう煮・いりこの佃煮・白菜のもみ漬け

②雲仙市立千々石第二小学校
【目的】ほとんどの児童が毎日朝食を食べているが、主食のみで済ませるなど食事内容

に課題がある。そこで、学校保健委員会の活動の一つとして、夏休み中に親子
で一緒に朝ごはん作りに取り組むことで、家族で朝食習慣を見直し、改善への
意欲を高める。

【対象】全校児童１３名及びその保護者
【実施内容】①ごはんとみそ汁と簡単なおかずのレシピを親子で考え、取り組んだこと

をワークシートへ記入した。
②集まったワークシートをランチルームに掲示し、朝ごはん作りに関心を
もたせた。

②



【様式２】

②食育月間以外の月の取組

提 出 都 道 府 県 名

政 令 指 定 都 市 名

長崎県

取 組 市 町 村 名

取 組 団 体 ・ 企 業 名

雲仙市

雲仙市役所 健康づくり課

取 組 の 名 称 食育推進イベント

「ベジ★フェス ～野菜の魅力、菜発見！～」

実 施 時 期 令和５年８月２０日

取組内容に該当する

食 育 ピ ク ト グ ラ ム

（ 複 数 選 択 可 ） ☑ ☐ ☐ ☐ ☑ ☑

☐ ☑ ☒ ☑ ☐ ☑

取 組 内 容 雲仙市初となる食育推進イベント「ベジ★フェス」を開催しました。
地元のアスパラガス生産者を講師として招き、雲仙市の野菜について、野菜の流通、
地産地消、今回収穫をするアスパラガスの歴史や収穫方法を聞いた後は、アスパラガ
スハウスへ移動し、実際にアスパラガスを収穫しました。暑い中、楽しく収穫できた
ようです。
収穫した後は、自分達で収穫したアスパラガスを使って、雲仙市食生活改善推進員
と一緒に「夏野菜どんぶり」を作りました。普段料理をする機会がない子どもたちも、
楽しく調理する事ができ、積極的に取り組んでいました。野菜嫌いな子も完食！お母
さん達も喜んでいました。
昼食後、色んな野菜の切れ端を用いて食育スタンプラリーを行いました。野菜の事
や、野菜の目標量 350g はどのくらいなのかを実際に野菜を触って体験したり、食品
ロスや歯科などの食育に纏わる事を、ブースを回りながら楽しく学ぶ事ができまし
た。最後は子ども達が 1日のまとめを行い、班ごとに発表をしてもらいました。
イベントを通して、食や野菜への興味関心、野菜の摂取量増加への意識付けができた
ようです。参加者からは「色々体験ができて楽しかった」「農家さんの大変さを子ど
もに体験させることができ、親子で食のありがたみを再確認できた。」と話されてい
ました。


